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著
者
ら
は
、
田
代
三
喜
と
曲
直
瀬
道
三
に
よ
る
日
本
後
世
派
の
形
成
を
検
討
す
る
過
程
で
、
こ
れ
ま
で
に
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
田
代
三

喜
の
医
書
、
『
本
方
加
減
秘
集
」
を
見
出
し
た
。
三
喜
の
代
表
的
な
医
書
と
し
て
知
ら
れ
る
「
和
極
集
」
と
本
書
を
比
較
す
る
と
、
両
者
の
密

新
発
見
の
医
書
、
田
代
三
喜
「
本
方
加
減
秘
集
」
に
見
ら
れ
る
医
説

ｌ
基
本
処
方
と
加
減
方

〔
要
旨
〕
田
代
三
喜
と
曲
直
瀬
道
三
に
よ
る
日
本
後
世
派
の
形
成
を
検
討
す
る
際
、
未
報
告
の
田
代
三
喜
著
「
本
方
加

減
秘
集
』
を
見
出
し
た
。
本
稿
で
は
本
書
を
「
和
極
集
』
と
対
比
さ
せ
、
次
の
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
（
１
）
「
本
方
加

減
秘
集
」
は
田
代
三
喜
が
撰
集
し
た
医
書
で
あ
り
、
成
立
は
新
撰
「
和
極
集
』
（
一
五
二
五
年
）
以
後
と
推
定
さ
れ
る
。

（
２
）
本
書
は
基
本
処
方
の
部
と
加
減
方
の
部
の
二
部
に
大
別
さ
れ
て
い
る
。
彼
の
医
説
が
こ
れ
を
重
視
し
て
い
る
こ
と

が
、
本
書
に
お
い
て
明
確
に
わ
か
る
。
（
３
）
本
書
が
採
用
し
た
基
本
処
方
の
多
く
は
、
当
時
の
日
本
で
一
般
的
な
「
局

方
派
」
が
使
用
し
て
い
た
既
存
の
処
方
で
あ
り
、
加
減
方
は
李
朱
医
学
の
「
弁
証
配
剤
」
に
の
っ
と
っ
て
い
る
。
（
４
）

本
書
の
「
諸
病
通
用
の
薬
方
」
に
は
、
半
井
家
な
ど
の
諸
家
の
秘
方
が
見
出
さ
れ
、
三
喜
と
半
井
家
と
の
関
係
が
う
か

が
わ
れ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
田
代
三
喜
、
「
本
方
加
減
秘
集
」
、
後
世
派
、
半
井
家
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接
な
関
連
性
が
見
出
さ
れ
る
と
と
も
に
、
本
書
に
独
自
な
医
説
も
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
書
は
三
喜
の
医
説
の
史
的
変
遷
を

探
る
上
で
重
要
な
資
料
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
本
稿
で
は
本
書
を
『
和
極
集
』
と
対
比
さ
せ
な
が
ら
、
三
喜
の
医
説
の
変
遷
を
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
本
書
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
た
。

な
お
、
本
書
の
検
討
に
先
立
ち
、
対
比
さ
せ
た
『
和
極
集
』
に
つ
い
て
、
前
も
っ
て
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。
今
日
見
る
『
和
極
集
」

は
「
新
撰
」
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
原
型
で
は
な
い
。
原
『
和
極
集
』
は
現
存
し
な
い
が
、
三
喜
の
弟
子
で
あ
る
曲
直
瀬
道
三
が
撰
集
し
た

「
授
蒙
聖
功
方
』
、
「
師
語
録
』
や
、
三
喜
と
道
三
に
師
事
し
た
と
い
わ
れ
る
西
忍
の
撰
集
し
た
『
藪
明
集
』
の
中
に
、
新
撰
『
和
極
集
」
以
前

（
１
）

の
段
階
の
「
和
極
集
」
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
現
存
す
る
医
書
か
ら
推
定
さ
れ
る
『
和
極
集
」
を
「
原
『
和
極

集
」
」
、
現
存
す
る
「
和
極
集
』
を
「
新
撰
『
和
極
集
』
」
と
表
記
し
、
論
を
進
め
た
。

「
本
方
加
減
秘
集
』
は
一
冊
、
五
一
丁
よ
り
な
る
筆
写
本
で
、
大
阪
府
立
図
書
館
石
崎
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
国
書
総
目
録
に
は
記

載
が
な
く
、
石
崎
文
庫
の
目
録
に
は
書
名
は
あ
る
も
の
の
、
著
者
が
誰
で
あ
る
か
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
本
書
が
三
喜
の
医
書

で
あ
る
こ
と
は
一
般
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

本
書
に
は
序
文
や
編
墓
さ
れ
た
年
な
ど
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
末
尾
近
く
に
「
三
坂
（
帰
）
撰
之
」
と
あ
り
、
ま
た
、
後
節
で
明
ら
か
に

す
る
如
く
、
内
容
で
も
「
和
極
集
』
と
の
緊
密
な
関
連
性
が
見
出
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
本
書
は
田
代
三
喜
（
初
代
）
に
よ
り
撰
集

さ
れ
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
編
蟇
さ
れ
た
年
は
、
後
節
で
明
ら
か
に
す
る
如
く
、
新
撰
「
和
極
集
」
よ
り
没
年
至
る
間
、
一

五
二
五
年
か
ら
一
五
四
四
年
の
間
と
推
定
さ
れ
る
。

一
、
「
本
方
加
減
秘
集
」
と
「
三
販
」
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本
書
の
内
容
は
表
一
に
示
す
如
く
、
基
本
処
方
の
部
と
加
減
方
の
部
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
、
両
者
は
相
互
に
呼
応
し
合
う
関
係
に
な
っ
て

い
る
。
（
「
１
中
風
」
と
「
羽
中
風
加
減
」
な
ど
）
。

著
者
ら
は
す
で
に
『
三
喜
十
巻
害
」
、
な
ら
び
に
近
年
発
見
さ
れ
た
「
酬
医
頓
得
」
（
三
帰
選
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
田
代
三
喜
は
「
基

（
１
）
（
２
）

本
処
方
と
加
減
方
」
と
い
う
二
つ
の
柱
を
基
に
し
て
彼
の
医
説
を
構
築
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
医
書
に
あ

っ
て
は
、
仔
細
に
検
討
し
な
い
と
三
喜
の
医
説
が
二
本
の
柱
よ
り
成
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
し
に
く
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
『
本
方
加
減
秘
集
」

諸病加減

以薬調脈

中風加減

(基本処方）

二
、
「
本
方
加
減
秘
集
」
の
構
成

”
｜
詔輌

一
撞
些
窒
塑
匿
唾
雨

ｌ
ｌ
２
３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
８

29中寒加減

30中署加減

31中湿加減

32傷寒加減

33瘡加減

(34）下痢加減

(35）泄潟加減

(36）秘結加減

(37）咳嗽加減

(38）疾飲加減

(39）水腫加減

(40）脹満加減

(41）積聚加減

(42）自汗加減

(43）嘔吐加減

(44）隔喧加減

(46）労擦加減

(45）諸気加減

(47）咳逆加減

(48）眩量加減

(49）頭痛加減

(50)腰痛加減

(51）脇痛加減

(52）腹痛加減

(53）脚気加減

(54）黄疸加減

(56）髻乱加減

(55）淋病加減

9 秘 結

10咳嗽

準
唾
》

皿
一
也
一
喝

脾胄

隔喧翻胃

労擦付気

皿
一
喝
一
略

量
痛

眩
頭

７
８
１
１

雷乱

淋病

宿食

下血

擁庁

諸病通用之薬方

婦人

小児五宿

⑬
一
別
一
刻
一
盟
一
認
一
別
一
弱
一
％

(57）下血加減

(58)～(65）

(諸病通用之加減）

括弧内の番号およびその表題は原書に記されておらず、

著者らが補ったもの
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「
本
方
加
減
秘
集
」
に
お
け
る
基
本
処
方
は
小
柴
胡
湯
や
二
陳
湯
な
ど
、
一
般
的
な
処
方
が
大
半
を
占
め
て
い
る
（
表
一
一
）
。
中
で
も
『
和
剤

局
方
』
に
由
来
す
る
処
方
が
最
も
多
く
、
『
和
剤
局
方
」
以
後
の
中
国
の
医
書
に
見
ら
れ
る
処
方
が
こ
れ
に
次
ぐ
。
「
和
剤
局
方
」
の
処
方
が

中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
点
は
当
時
の
日
本
の
医
方
書
と
共
通
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
三
喜
に
前
後
し
て
活
躍
し
た
半
井
家
の
家
伝
書
な
ど

も
、
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
一
方
、
他
言
に
は
見
ら
れ
な
い
本
書
の
特
徴
を
挙
げ
る
と
、
各
病
門
に
お
け
る
基
本
処
方
が
極
め
て
少
な
い
点
、

な
ら
び
に
、
「
諸
病
通
用
之
薬
方
」
の
項
目
が
存
在
す
る
点
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
つ
の
特
徴
を
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
三
喜
は
各
病
門
の
枠

を
乗
り
越
え
た
通
用
の
処
方
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
基
本
処
方
の
数
を
最
小
限
に
抑
え
よ
う
と
し
た
、
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
傾

向
は
本
書
に
加
減
方
が
多
い
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
基
本
処
方
を
減
ら
す
反
面
、
数
多
く
の
加
減
方
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
不
足
を
補
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
本
書
の
基
本
処
方
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
中
国
の
医
方
言
に
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
恐
ら
く
は
日
本
で
作
ら
れ
た

と
思
わ
れ
る
処
方
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
と
に
「
諸
病
通
用
之
薬
方
」
の
項
目
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
の
意
義
に
つ
い
て
は
後
節
で
改
め
て
検
討
す
る
。

同
じ
三
喜
が
著
し
た
医
書
で
あ
り
な
が
ら
、
『
本
方
加
減
秘
集
」
と
「
和
極
集
』
と
で
は
基
本
処
方
の
内
容
が
大
き
く
異
な
る
。
前
者
に
お

け
る
基
本
処
方
は
『
和
剤
局
方
」
を
は
じ
め
と
す
る
既
存
の
医
書
に
記
さ
れ
た
処
方
で
あ
り
、
後
者
に
お
け
る
基
本
処
方
は
他
の
医
方
書
に

は
見
出
せ
な
い
、
三
喜
が
考
案
し
た
と
思
わ
れ
る
処
方
が
多
い
。
ま
た
、
後
者
の
中
で
も
、
新
撰
『
和
極
集
』
と
原
「
和
極
集
」
（
「
授
蒙
聖
功

で
は
基
本
処
方
と
加
減
方
の
二
本
の
柱
が
明
確
に
示
さ
れ
て
お
り
、
三
喜
の
医
説
を
如
実
に
表
現
し
て
い
る
。

三
、
「
本
方
加
減
秘
集
」
に
お
け
る
基
本
処
方
の
特
徴

四
、

「
本
方
加
減
秘
集
」
、
原
『
和
極
集
」
、
新
撰
「
和
極
集
」
に
記
さ
れ
た
基
本
処
方
の
比
較
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表2『本方加減秘集」における基本処方の由来と日本の関連医書
和剤局方(○）
他の中国医書

（△）

和剤局方(○）
他の中国疾書

（△）
本方加減秘薬 ヨ本の医書日本の医書$） 本方加減秘集

墾
廻
墾
廻
墾
廻
垂
塞
塞
壁
窒
罎
垂
帳
一
塗
鍔
一
塗
嬢
一
塗
鰐
一
塗
塗
塁
壁
塗
塞
癖
一
鰐
一
鰐
一
塞
嘩
一
嘩
一
露
一
津
一
雨
一
雨
一
雨
雨
一
軍
雨
一
雨
一
雨
一
轤
一
錦
一
轆
一
瀧
一
”
｜
“
｜
”
｜
権

八味順気散

同銘加減方

烏薬順気散

小続命湯

消風散

(通気)駆風湯

快気散

理中湯

姜附湯

五積散

香蒋散

五苓散

十味香蒋散

奮香正気散

加味香葛湯

香蘇散

十神湯

人参敗毒散

升麻葛根湯

人参養胃湯

参蘇飲

不換金正気散

小柴胡湯

大柴胡湯

小承気湯

神巾湯

増損白飛散

胡丸子

麻黄湯

桂枝湯

清脾湯

七寶飲

麻黄桂枝湯

二香散

胃風湯

苛薬湯

(真人)養蔵湯

厚脾湯

(神効)参香散

八物湯

固腸湯

豆蒄散

三黄丸

金玉園

三和散

橘杏丸

温肺湯

二陳湯

橘蘇湯

実脾湯

脹満

積聚

積聚

積聚

積聚

脾胃

脾胄

脾胄

脾胄

脾胄

胴喧翻胄

隔喧翻胄

鰐療

鰐擦

湧擦

痛擦

湧擦

癖擦

大正気散

枳殻散

大七気湯

和清湯

通衛湯散

蕾香安胃湯

参苓白尤散

四君子湯

平胃散

嘉禾散

治中湯

葛花解醒湯

十全大補湯

(人参)養栄湯

安神散

黄耆湯

黄耆鼈甲散

七気湯

楽苓建中湯

茸帰湯(茸窮湯）

弩尤湯

人参湯(人参散）

地黄苛薬湯

清心蓮子飲

五淋散

阿魏丸

紅圓子

膠交湯

五香連葱湯

内補(十宣)散

十六味流気飲

(升麻)和気飲

当帰湯

小瘡下シ

黄苓丸

蕾香湯(白沃苓湯）

養気湯(黄蕃湯）

十貼散

十壹味湯

順気養栄湯

十實湯

種香弓薬湯

人参湯

蘇人湯

柴胡苛薬湯

白求湯

柴胡飲

卜黄苓湯

大黄湯

加味香葛湯

△
｜
△
｜
△

△

○
’
○
’
○

○(一）

△ △

○
’
○
○
戸

○
’
○
’
○
’
○
’
○

二

△

△
△“Ｊ１
乳

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

戸

○(一）

（

鰐擦

眩量

頭痛

霊乱

淋病

淋病

淋病

宿食

宿食

下血

窪庁

獲庁

惑庁

懸庁

癌庁

痙庁

嬢庁

諸病通用

諸病通用

諸病通用

諸病通用

諸病通用

諸病通用

諸病通用

諸病通用

諸病通用

諸病通用

諸病通用

諸病通用

諸病通用

諸病通用

諸病通用

二
〔

Lノ

へ

△

○ △

○△

○(一）
ハ

且
(~､

＝

△△
｜
△
｜
△
｜
△

戸
」

○
’
’
○
’
’
○

○(八解散）’○(一)(周）
’○(一）

○(薮）

○(薮）

△
｜
△

○(一）

○ ｊ
ｊ

瑠
瑠

く
く

ｊ
ｊ

三
医

く
ｌ

○
○

(○） (○)(一）
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『
師
語
録
』
に
お
け
る
（
二
）
の
事
実
に
つ
い
て
は
、
次
の
如
く
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
「
師
語
録
』
は
三
喜
の
講
義
を
道
三
が
筆

（
１
）

録
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
つ
頃
、
道
三
が
三
喜
の
講
義
を
受
け
た
か
を
正
確
に
は
決
定
し
か
ね
る
が
、
三
喜
が
新
撰
『
和
極
集
』
を
著
し
た
一

（
３
）

五
二
五
年
以
降
で
あ
る
点
は
確
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
三
喜
は
、
新
撰
「
和
極
集
」
以
後
、
『
和
剤
局
方
』
な
ど
の
既
存
の
処
方
を
採

用
し
は
じ
め
た
と
推
定
さ
れ
る
。

常
一
用
系
卜
入
加
減
蝿
權
｜
私
公
レ
”
汀
“
与
虫
搦
夫

五
、
『
本
方
加
減
秘
集
」
の
基
本

門児

、
灌
沐
捗
梢
跣
小
処
方
の
問
題
点

植
例
虫
尚
封
詠
餌
調
張
乱
嗅
北
）
刷
亀
脅
詞
あ
る
人
が
基
本
処
方
を
用
い
よ
う
と
し
た
と

箱
虫
竹
洲

極日禾
き
、
一
般
に
は
、
ま
ず
は
既
存
の
有
名
処
方
を
用

方
是
ヲ
本
嘩
ト
ノ
却
銅
棟
＆
虚
常
斗
／
卦
叩
〉
形
一
ク
緋
真
剣
牛
へ
》
錘
入
酬
い
、
次
に
、
こ
れ
に
飽
き
足
ら
ず
、
自
分
で
考
案

是
嘱
諮
今
）
本
‐
－
０
必
図
し
た
処
方
を
用
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
推
定
に

方
」
、
「
師
語
録
」
、
「
藪
明
集
』
）
と
の
間
に
は
、
次
の
よ
う
な
相
違
点
が
見
出
さ
れ
る
。

（
一
）
新
撰
「
和
極
集
」
、
「
授
蒙
聖
功
方
」
、
「
藪
明
集
』
に
記
さ
れ
た
基
本
処
方
の
ほ
と
ん
ど
が
「
弁
証
配
剤
」
の
理
論
に
の
っ
と
っ
た
三

喜
の
考
案
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
、
新
撰
『
和
極
集
」
の
基
本
処
方
は
処
方
解
析
を
伴
う
体
系
だ
っ
た
も
の
（
図
一
）
で
あ
る
の
に

対
し
、
『
授
蒙
聖
功
方
』
な
ら
び
に
『
藪
明
集
』
の
そ
れ
ら
は
未
整
理
で
統
一
性
に
欠
け
て
い
る
。

（
二
）
『
師
語
録
」
に
お
け
る
基
本
処
方
も
三
喜
の
考
案
と
思
わ
れ
る
も
の
が
多
い
が
、
一
部
の
病
門
（
中
風
、
傷
寒
門
、
瘡
門
等
）
で
は
、

『
和
剤
局
方
」
な
ど
の
既
存
の
処
方
を
用
い
て
い
る
。

こ
の
（
一
）
の
結
果
に
拠
り
、
三
喜
は
原
『
和
極
集
』
を
著
し
た
時
代
か
ら
、
未
整
理
で
は
あ
る
も
の
の
、
「
弁
証
配
剤
」
に
の
っ
と
っ
た

基
本
処
方
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、
ま
た
、
次
第
に
、
処
方
解
析
を
加
え
て
高
度
な
も
の
へ
と
改
変
し
て
い
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ

る
0
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第
三
節
で
少
し
ふ
れ
た
よ
う
に
、
「
諸
病
通
用
の
薬
方
」
に
は
既
存
の
処
方
が
少
な
く
、
十
五
処
方
の
う
ち
二
処
方
を
除
く
処
方
は
、
『
和

剤
局
方
」
や
他
の
中
国
の
医
書
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
著
者
ら
は
当
時
の
日
本
の
関
連
医
書
を
調
査
し
、
そ
の
結
果
、
散
発

的
に
で
は
あ
る
が
、
次
の
医
書
中
に
同
じ
処
方
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
関
連
し
た
記
述
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

（
５
）

○
半
井
家
三
巻
之
害
』
（
大
阪
府
立
図
書
館
石
崎
文
庫
『
当
流
診
脈
大
抵
」
）
で
は
「
蕾
香
湯
（
Ⅱ
白
扶
苓
湯
ご
と
「
養
気
湯
（
Ⅱ
黄
菩
湯
）
」

を
家
伝
の
秘
方
と
し
て
記
し
て
い
る
。

○
半
井
道
三
『
周
監
方
』
（
京
都
大
学
富
士
川
文
庫
）
で
は
「
蕾
香
湯
（
Ⅱ
白
扶
苓
湯
こ
が
半
井
道
三
の
創
方
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

Ｅ
・

加
減
秘
集
」
の
中
に
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、

本
書
の
中
に
、
新
撰
『
和
極
集
』
か
ら
引
用
し
た
、
処
方
解
析
を
伴
っ
た
独
自
の
基
本
処
方
が
一
例
で
は
あ
る
が
存
在
す
る
点
で
あ
る
。
（
図

（
４
）

一
、
図
一
一
）
。
こ
の
こ
と
は
「
本
方
加
減
秘
集
」
が
新
撰
「
和
極
集
』
よ
り
後
に
著
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

第
四
節
な
ら
び
に
本
節
の
結
果
か
ら
、
三
喜
は
、
新
撰
『
和
極
集
』
に
お
い
て
「
弁
証
配
剤
」
に
基
づ
い
た
基
本
処
方
を
確
立
し
た
後
、

『
本
方
加
減
秘
集
」
に
お
い
て
当
時
一
般
的
で
あ
っ
た
『
和
剤
局
方
」
な
ど
の
既
存
処
方
を
も
と
に
基
本
処
方
を
作
っ
た
、
と
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
な
お
、
こ
の
変
遷
の
意
義
に
つ
い
て
は
本
稿
の
最
後
の
節
で
検
討
し
た
い
。

ー

六
、
「
諸
病
通
用
之
薬
方
」
と
半
井
家
の
秘
方

蕊篶
石※激

｢本方加減秘集』

五箔

図'2

の
っ
と
る
な
ら
ば
、
既
存
の
基
本
処
方
よ
り
成

る
『
本
方
加
減
秘
集
」
が
は
じ
め
に
著
さ
れ
、

独
自
の
基
本
処
方
か
ら
な
る
『
和
極
集
」
が
後

に
著
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
反
す
る
事
実
が
『
本
方
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○
西
忍
『
藪
明
集
』
（
京
都
大
学
富
士
川
文
庫
）
で
は
「
順
気
養
栄
湯
（
Ⅱ
十
二
味
方
）
」
と
「
十
實
湯
」
を
そ
れ
ぞ
れ
「
陰
の
本
方
」
と
「
陽

の
本
方
」
と
し
て
記
し
、
ま
た
、
巻
の
四
に
お
い
て
「
順
気
養
栄
湯
」
を
養
生
薬
と
し
て
各
病
門
で
盛
ん
に
用
い
て
い
る
。

以
上
の
結
果
か
ら
、
「
諸
病
通
用
之
薬
方
」
に
記
さ
れ
た
多
く
の
処
方
は
、
半
井
家
を
は
じ
め
と
す
る
諸
家
の
秘
方
に
由
来
す
る
こ
と
が
わ

（
８
）

か
る
・
三
喜
が
何
故
に
こ
の
よ
う
な
秘
方
を
撰
集
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
本
書
が
伝
統
的
な
「
局
方
派
」
の
医
学
に
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
と

い
う
、
そ
の
編
集
の
意
図
と
関
連
さ
せ
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
半
井
家
は
平
安
時
代
以
来
、
丹
波
家
と
と
も
に
日
本
の
宮
廷
医
を
担
っ

て
き
た
和
気
氏
の
流
れ
を
汲
む
医
家
で
あ
り
、
そ
の
医
学
は
、
半
井
道
三
の
「
周
監
方
」
な
ど
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
『
和
剤
局
方
』
な

ら
び
に
そ
れ
以
後
の
数
多
く
の
有
効
な
処
方
を
運
用
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
局
方
派
」
に
属
す
る
。
三
喜
は
伝
統
的
な
「
局
方
派
」
の
医
学
の

中
か
ら
、
こ
と
に
半
井
家
の
医
説
を
採
っ
た
、
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
弓
ｊ
）

○
半
井
家
雪
一
戸

し
て
挙
げ
て
い
る
。

「
蘇
人
湯
」

が
わ
か
る
。

（
６
）

○
半
井
家
「
家
伝
慶
拝
湯
加
薬
」
（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
所
蔵
）
に
「
慶
拝
湯
」
の
加
減
方
が
一
○
○
近
く
も
記
さ
れ
て

い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
書
に
は
「
慶
拝
湯
」
の
処
方
内
容
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
本
処
方
が
「
蕾
香
湯
」
ま
た
は
「
養
気
湯
」
と
同

一
で
あ
る
こ
と
が
半
井
家
「
一
巻
之
書
』
の
記
述
か
ら
わ
か
る
。
ま
た
、
ヨ
巻
之
書
』
よ
り
、
半
井
家
に
お
い
て
「
慶
拝
湯
」
が
万
病
薬
的

な
基
本
処
方
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

○
曲
直
瀬
道
三
『
瑠
璃
壺
集
」
（
内
閣
文
庫
）
、
同
『
蘇
人
湯
方
」
（
京
都
大
学
富
士
川
文
庫
）
、
同
「
医
心
正
伝
』
（
京
都
大
学
富
士
川
文
庫
）
に

「
蘇
人
湯
」
と
そ
の
加
減
方
（
約
二
○
○
方
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
慶
拝
湯
」
と
同
様
、
万
病
薬
的
な
基
本
処
方
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と

○
曲
直
瀬
道
三
「
医
心
正
伝
』
に
は
「
蘇
人
湯
」
及
び
そ
の
加
減
方
が
半
井
家
の
家
伝
の
秘
方
で
あ
り
、
曲
直
瀬
道
三
が
半
井
明
英
よ
り

こ
の
処
方
を
拝
受
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

（
７
）

○
半
井
家
『
三
位
法
眼
家
伝
秘
方
」
（
大
阪
府
立
図
書
館
石
崎
文
庫
）
に
お
い
て
「
人
参
湯
」
を
四
つ
の
重
要
な
基
本
処
方
の
う
ち
の
一
つ
と
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（
９
）

医
学
と
の
関
連
は
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
き
て
い
な
い
。

家
と
の
関
連
は
、
三
喜
の
医
学
の
ル
ー
ツ
を
知
る
上
で
、

で
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
な
い
「
田
代
三
喜
は
半
井
道
一

（
川
）

の
か
も
し
れ
な
い
。

本
節
で
は
、
『
本
方
加
減
秘
集
」
に
撰
集
さ
れ
て
い
る
半
井
家
の
秘
薬
が
、
半
井
家
自
身
の
医
学
の
中
で
は
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

基
本
的
に
は
「
局
方
派
」
に
属
す
る
半
井
家
の
医
学
が
万
病
薬
的
な
単
一
の
基
本
処
方
（
「
蘇
人
湯
」
や
「
慶
拝
湯
」
）
を
生
む
に
至
っ
た
過

程
を
考
え
る
に
際
し
て
、
半
井
家
の
「
通
仙
院
法
印
半
井
蘆
庵
伝
十
三
方
」
（
曲
直
瀬
道
三
「
医
心
正
伝
」
所
収
）
が
参
考
に
な
る
。
本
資
料
は

（
Ⅷ
）

半
井
蘆
庵
（
光
成
）
が
『
和
剤
局
方
」
な
ど
の
処
方
の
中
か
ら
応
用
範
囲
の
広
い
十
三
の
基
本
処
方
を
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
に
加
減
方
を
附
し
て

諸
病
に
対
応
す
る
よ
う
に
構
成
し
た
医
書
で
あ
る
。
こ
の
医
書
の
存
在
に
よ
り
、
「
局
方
派
」
で
あ
っ
た
半
井
家
の
医
学
は
時
代
が
下
る
に
っ

（
吃
）

れ
て
処
方
を
厳
選
し
、
最
終
的
に
は
万
病
に
対
応
す
る
一
つ
の
基
本
処
方
を
設
定
す
る
に
至
っ
た
、
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
形
成
過
程
は
あ
く
ま
で
も
基
本
処
方
に
視
点
を
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
立
場
を
変
え
て
加
減
方
に
照
準
を
合
わ
せ
る
と
、
異
な
っ

た
議
論
が
成
り
立
つ
。
す
な
わ
ち
、
後
節
で
改
め
て
検
討
す
る
が
、
『
家
伝
慶
拝
湯
加
薬
」
や
「
医
心
正
伝
」
に
記
さ
れ
た
一
○
○
な
い
し

二
○
○
近
い
加
減
方
の
理
論
は
当
時
新
し
く
日
本
に
導
入
さ
れ
た
李
朱
医
学
の
「
弁
証
配
剤
」
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

半
井
家
に
お
い
て
も
半
井
明
親
が
室
町
末
期
に
渡
明
し
、
当
時
の
中
国
の
新
し
い
医
学
を
導
入
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
時
代
的
背
景
を
考
慮
す
る
と
、
「
一
つ
の
基
本
処
方
と
極
め
て
多
く
の
加
減
方
」
は
、
伝
統
的
「
局
方
派
」
医
学
の
最
終
産
物
（
一
つ
の
基

こ
れ
ま
で
の
田
代
三
喜
の
医
学
に
関
す
る
研
究
は
、
も
っ
ぱ
ら
中
国
本
土
の
李
朱
医
学
と
の
関
係
に
お
い
て
で
あ
り
、
日
本
の
伝
統
的
な

（
９
）

学
と
の
関
連
は
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
き
て
い
な
い
。
こ
の
度
、
新
し
く
発
見
し
た
「
本
方
加
減
秘
集
』
の
中
に
示
さ
れ
た
三
喜
と
半
井

と
の
関
連
は
、
三
喜
の
医
学
の
ル
ー
ツ
を
知
る
上
で
、
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
。
ま
た
、
本
節
の
結
果
を
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
今
日

は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
な
い
「
田
代
三
喜
は
半
井
道
三
の
門
人
で
あ
っ
た
」
と
い
う
『
梅
の
花
」
に
記
さ
れ
た
説
も
再
考
さ
れ
る
べ
き
も

七
、
半
井
家
の
医
学
の
史
的
展
開
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以
上
、
本
節
で
は
半
井
家
に
お
け
る
医
学
の
変
遷
を
概
観
し
た
。
こ
こ
で
三
喜
が
半
井
家
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
伝
統
医
学
の
流
れ
を
如

何
に
受
容
し
た
か
を
簡
単
に
見
て
お
き
た
い
・
本
稿
第
三
節
で
述
べ
た
如
く
、
「
本
方
加
減
秘
集
」
に
は
基
本
処
方
が
少
な
い
・
こ
の
こ
と
は
、

「
局
方
派
」
も
時
代
が
下
る
と
基
本
処
方
を
厳
選
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
事
実
に
呼
応
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
三
喜
は
、

半
井
家
を
は
じ
め
と
す
る
諸
家
の
秘
方
の
中
か
ら
「
諸
病
に
通
用
す
る
」
処
方
の
み
を
撰
集
し
、
半
井
家
の
よ
う
に
一
処
方
で
な
く
、
十
五

（
皿
）

処
方
で
万
病
に
対
処
し
よ
う
と
し
た
、
と
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
諸
家
の
秘
薬
の
十
五
処
方
を
三
喜
が
い
か
に
体
系
づ
け
た
か

本
処
方
）
と
新
し
ノ
、

こ
と
が
で
き
よ
う
。

と
考
え
る

（
巴
）

、
き
‐
よ
ア
ブ
○

こ
の
よ
う
な
変
遷
に
類
似
し
た
例
が
中
国
に
も
見
出
さ
れ
る
。
そ
の
典
型
的
な
例
は
元
・
徐
文
仲
『
加
減
十
三
方
」
で
あ
る
。
先
に
述
べ

た
半
井
蘆
庵
の
「
十
三
方
」
は
明
ら
か
に
徐
文
仲
の
「
十
三
方
」
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
国
に
お
け
る
、
北
宋
末
か
ら
南
宋
に
か
け

て
の
「
和
剤
局
方
』
か
ら
元
代
の
「
加
減
十
三
方
」
へ
の
変
遷
が
、
日
本
で
は
室
町
末
期
～
江
戸
初
期
に
お
い
て
起
き
た
と
み
る
こ
と
が
で

は
次
節
以
下
で
検
討
し
た
い
。

「
諸
病
通
用
之
薬
方
」
に
お
け
る
十
五
処
方
は
、
病
の
質
の
違
い
、
体
力
の
強
弱
に
よ
っ
て
、
次
の
四
つ
に
分
類
し
て
理
解
す
る
の
が
妥
当

（
一
）
緩
慢
な
病
証
を
呈
す
る
外
感
病
に
対
処
す
る
処
方
（
表
三
の
「
感
冒
」
）
Ｉ
「
加
味
香
葛
湯
」
「
白
尤
湯
」
「
蘇
人
湯
」
「
人
参
湯
」

（
二
）
寒
熱
の
症
状
が
顕
著
な
外
感
病
に
対
処
す
る
処
方
（
表
三
の
「
瘡
」
）
Ｉ
「
柴
胡
苛
薬
湯
」
「
柴
胡
飲
」
「
卜
黄
苓
湯
」
「
大
黄
湯
」

（
三
）
積
聚
性
、
消
耗
性
の
外
感
病
に
対
処
す
る
処
方
（
表
三
「
労
擦
」
）
ｌ
「
十
壹
味
湯
」
「
十
貼
散
」

八
、
「
諸
病
通
用
之
薬
方
」
中
の
「
人
参
湯
」
と
「
蘇
人
湯
」

と
新
し
く
日
本
に
導
入
さ
れ
た
李
朱
医
学
に
基
づ
く
「
弁
証
配
剤
」
の
理
論
（
加
減
方
）
が
合
体
し
て
で
き
た
医
説
で
あ
る
と
言
う
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「
蘇
人
湯
」
は
半
井
家
に
お
い
て
は
万
能
薬
的
な
基
本
処
方
と
し
て
用
い
ら
れ
る
が
、
三
喜
に
お
い
て
は
初
期
段
階
の
外
感
病
に
対
す
る
一

般
薬
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
。
両
者
の
見
解
は
一
見
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
次
の
如
く
理
解
す
る
と

大
き
な
差
異
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
「
風
者
百
病
之
始
也
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
時
間
的
要
素
を
導
入
す
る
と
、
百
病
は
す
べ
て
外
感
病
の

初
期
の
段
階
を
経
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
「
蘇
人
湯
」
な
ど
の
初
期
段
階
の
外
感
病
に
対
す
る
処
方
は
万
能
薬
た
り
得
る
、
と
い
う
の
が

半
井
家
の
見
方
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
三
喜
は
、
初
期
段
階
の
病
を
治
療
す
る
「
基
本
処
方
と
そ
の
加
減
方
」
が
対
処
で
き
る

策
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

「
人
参
湯
」
と
い
っ
て
も
通
常
の
人
参
湯
（
Ⅱ
理
中
湯
／
人
参
、
白
尤
、
甘
草
、
乾
姜
）
で
は
な
く
、
「
平
胄
散
十
人
参
」
の
処
方
内
容
で
あ
る
。

（
巧
）

『
和
剤
局
方
』
に
お
い
て
平
胃
散
の
加
減
方
が
「
傷
寒
」
の
薬
と
し
て
盛
ん
に
使
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
平
胃
散
自
体
も
「
風
寒
冷
湿
、
四
時

非
節
の
気
を
避
け
る
」
と
の
薬
効
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
平
胃
散
十
人
参
」
の
意
図
は
、
「
春
夏
秋
冬
と
い
う
四
時
の
外
気

（
略
）

の
変
化
に
適
応
す
る
」
働
き
が
あ
る
「
胃
の
気
」
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
外
感
病
一
般
に
備
え
よ
う
と
す
る
点
に
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

一
方
、
「
蘇
人
湯
」
は
香
蘇
散
と
四
君
子
湯
の
合
方
で
あ
る
。
香
蘇
散
も
四
君
子
湯
も
「
冑
の
気
」
を
高
め
る
作
用
を
有
す
る
。
こ
と
に
、

（
ｒ
）

香
蘇
散
は
春
夏
の
陽
性
の
外
気
に
適
応
す
る
力
、
四
君
子
湯
は
秋
冬
の
陰
性
の
外
気
に
適
応
す
る
力
を
有
す
る
と
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

両
者
を
合
方
し
た
「
蘇
人
湯
」
は
、
春
夏
秋
冬
の
す
べ
て
の
季
節
に
わ
た
る
外
感
病
に
対
処
で
き
る
処
方
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

因
み
に
、
『
三
位
法
眼
家
伝
秘
方
」
で
は
、
春
夏
の
異
気
に
対
し
て
香
蘇
散
、
秋
冬
の
異
気
に
対
し
て
人
参
湯
（
平
胄
散
十
人
参
）
で
対
応
し

て
い
る
。
「
本
方
加
減
秘
集
」
に
お
け
る
「
香
蘇
散
と
四
君
子
湯
の
合
方
」
も
こ
の
よ
う
な
春
夏
秋
冬
の
四
時
の
異
気
に
対
処
す
る
一
つ
の
方

湯
」
に
注
目
し
て
検
討
し
た
い
。

（
四
）
消
耗
性
の
外
感
病
、

薬
湯
」
「
蕾
香
湯
」
「
養
気
湯
」

全
処
方
の
意
義
の
検
討
は
や
や
煩
雑
に
な
る
の
で
、
本
稿
で
は
省
略
す
る
。
本
節
で
は
、
（
一
）
の
処
方
群
の
中
の
「
人
参
湯
」
と
「
蘇
人

ま
た
は
内
因
性
の
消
耗
性
疾
患
に
対
処
す
る
処
方
（
表
三
雲
生
」
）
Ｉ
「
十
實
湯
」
「
順
気
養
栄
湯
」
「
蕾
香
苛
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表3「諸病通用の薬方」

備考構成薬物処方名

’
莎、蘇、貴、甘、葛

升、奇、差

香葛湯加荒活加味香葛湯

莎、青、責、甘、言

尤、扶

寒温ノ中白九湯

１Ｊ

感
冒

香蘇散十四君子湯莎、蘇、責、甘、人

尤、狭2）

蘇人湯

人参湯 戒、朴、責、甘、人｜平胄散十人参

柴、柏、莎、沃、甘

苛

寒薬ノ剤柴胡苛薬湯

柴、実、半、人、挟

甘、筍

寒薬ノ小柴胡飲

瘡
柴、苓、半、扶、甘

苛

寒薬ノ中卜黄苓湯

柴、苓、半、虎、扶

甘、癸

寒薬ノ大大黄湯

小柴胡湯の一部
、
、

柴
青

、
、

苓
言

、
、

半
巾

甘
葛

陰中ノ陽病
、
、

人
貴

十壹味湯

労
擦 小柴胡湯の一部十四

物湯十青皮

陰中ノ陰病
、
、

柴
青

、
、

巷
ヲ
言
勺

半、人、甘

当、筍、地

十貼散

莎、莪、責、ホ、

兵、稜、奴、連、

(柏）

キ
エ
圭
女

(陽の本方）十實湯

ﾉlt、辛

(柏)、

十實湯の「血ノカワ

キタルモノ」
、
、

貴
甘
地

(陰の本方）
、
、
、

莪
柴
筍

、
、
、

莎
兵
当

順気養栄湯

(十二味方）
養
生

蕾、半、人、圭、朴

甘

蕾香苛薬湯

｢和剤局方j八解散

に同じ

蕾、半、元、朴、貴

甘、人、扶

蕾香湯(扶苓湯）

’
半井道三の創方蕾、半、人、扶、尤

貴、甘、莎、善、筍

養気湯(黄菩湯）

莎；香附子.蘇；紫蘇．貴；陳皮．甘；甘草．葛；葛根．升；升麻．

筍；苛薬．兎；蒐活．青；青皮．人；人参．朴；厚朴．菫；菫香．

半；半夏．圭；桂皮．柴；柴胡．柏；黄柏．実；枳実．虎；大黄．

癸；冬葵子.姜；干姜．言；川言．当；当帰．地；地黄．兵；犢榔子．
稜；三稜．奴；枳穀．連；黄連．善；黄菩．苓；扶苓．莪；莪尤．

')「感冒、瘡、労療、養生」の分類は、著者らによる再整理。

2)基本処方の項では黄菩、加減方の項では扶苓。
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（
六
五
）
（
四
季
の
加
減
）

諸
病
加
減
三
七
～
五
七
）
の
不
足
部
分
を
補
う
た
め
に
附
加
さ
れ
た
部
分
（
六
三
、
六
四
）
も
想
定
さ
れ
、
全
体
の
構
成
の
意
義
を
正

確
に
と
ら
え
る
の
は
い
さ
さ
か
困
難
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
中
で
特
徴
的
な
項
目
で
あ
る
「
三
世
ノ
脈
」
と
「
四
季
の
加
減
」
に
つ
い

（
六
三
）
（
沫
疹
加
減
）

（
六
四
）
癩
病
加
減

範
囲
を
一
定
内
に
お
さ
え
、
病
が
悪
化
し
た
ら
次
の
基
本
処
方
に
切
り
か
え
る
、
と
い
う
立
場
を
と
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
三
喜
が
選
ん
だ

十
五
の
通
用
の
薬
方
を
見
る
と
、
初
期
の
外
感
病
の
薬
（
「
感
冒
」
）
か
ら
、
悪
化
し
た
段
階
の
薬
（
「
瘡
」
↓
「
湧
擦
」
）
を
経
て
「
養
生
」
の
段

階
の
薬
へ
と
、
病
の
時
間
的
な
経
過
を
意
識
し
て
処
方
を
選
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

（
六
二
（
脈
論
）

（
六
二
）
（
蘇
人
湯
加
減
）

（
六
○
）
傷
寒

へへへ

五五五

九九九
’’’
四三二
一…

へへへ

養蕾順
気香気
湯湯養
、、栄
黄挟湯
蓄苓加
湯湯減
加加、‐／
減減
一一

（
五
九
’
一
）
（
十
實
湯
加
減
）

（
昭
）

（
五
八
）
（
三
世
ノ
脈
）

「
諸
病
通
用
の
加
減
」
の
項
は
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
、
や
や
複
雑
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

九
、
「
三
世
の
脈
」
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是
、
過
去
ノ
脈
ナ
リ
。

て
の
み
、

未
来
１
１
浮
一
一
シ
テ
細
数
ノ
脈
、
害
へ
（
、
七
月
一
一
コ
レ
ヲ
見
、
病
疾
秋
二
相
煩
フ
ト
ィ
ェ
ド
モ
、
冬
二
至
テ
平
癒
ス
、
陰
ヲ
旺
ス
ル
故

ナ
リ
、
シ
カ
シ
年
内
二
陰
脈
出
来
ラ
ザ
レ
バ
、
二
月
中
旬
ョ
リ
病
、
三
月
四
月
ノ
問
ダ
ニ
死
ス
、
是
、
未
来
ノ
脈
ナ
リ
。

如
件
一
死
、
脾
ノ
脈
ナ
シ
、
是
、
冑
気
也
。

こ
こ
で
は
、
過
去
、
現
在
、
未
来
に
わ
た
る
病
の
経
過
の
中
で
、
「
陰
脈
（
Ⅱ
脾
脈
）
」
の
有
無
が
生
死
を
決
定
す
る
鍵
に
な
る
こ
と
を
論
じ

て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
陰
脈
」
は
体
内
（
五
臓
）
の
精
気
を
統
御
す
る
機
能
を
意
味
す
る
。
こ
の
よ
う
な
「
陰
脈
」
が
特
に
問
題
に
な
る
の
は
、

病
が
長
引
い
て
体
力
が
衰
え
た
と
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
「
三
世
の
脈
」
は
、
狭
義
に
は
、
こ
れ
に
続
く
（
五
九
’
一
）
～
（
五

九
’
四
）
に
記
さ
れ
た
養
生
薬
に
関
す
る
脈
診
論
で
あ
る
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
病
の
最
終
段
階
の
養
生
薬
は
「
脾
の
脈
」
の
機
能
を
高
め

る
よ
う
に
組
ま
れ
た
処
方
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

前
節
で
述
べ
た
「
冑
の
気
」
な
ら
び
に
本
節
の
「
脾
脈
」
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
三
喜
は
「
脾
胄
の
気
」
を
重
視
し
て
処
方
を
組
ん
で
い

（
四
）

た
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
三
世
の
脈
論
」
か
ら
、
三
喜
は
、
過
去
、
現
在
、
未
来
と
い
う
時
間
的
な
要
素
を
踏
ま
え
て
、
病

を
見
て
い
た
点
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

（
鋤
）

な
お
、
こ
こ
に
み
ら
れ
る
「
三
世
の
脈
」
は
西
忍
の
「
藪
明
集
」
で
も
重
要
視
さ
れ
、
同
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
三
喜
の
臨
終

（
三
世
ノ
脈
）

現
在
Ｉ
浮
ニ
シ
テ
細
数
ノ
脈
、

ベ
カ
ラ
ズ
、
是
、
現
在
ノ
脈
ナ
リ
。

過
去
ｌ
浮
ニ
シ
テ
細
数
ノ
脈
、
常
二
無
病
ノ
人
コ
レ
ヲ
見
ハ
此
以
前
二
大
病
ヲ
患
ヵ
、
然
ラ
ザ
レ
バ
気
ヲ
苦
メ
タ
ル
ヵ
ト
知
ル
ベ
シ
、

「
三
世
の
脈
」
の
記
述
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

検
討
し
た
い
。

常
二
病
ニ
コ
レ
ヲ
見
ハ
大
事
ナ
リ
、
但
シ
薬
治
シ
テ
陰
脈
出
来
レ
バ
治
ス
ベ
シ
、
無
則
ハ
コ
レ
ヲ
治
ス
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（
皿
）

こ
れ
ら
基
本
処
方
の
配
当
の
多
く
は
、
中
国
の
南
宋
時
代
の
医
書
、
『
厳
氏
済
生
方
』
の
中
に
見
出
さ
れ
（
恭
印
の
処
方
）
、
直
接
あ
る
い
は

間
接
に
、
中
国
本
土
の
医
説
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

三
喜
が
「
諸
病
通
用
之
加
減
」
の
項
に
「
四
時
の
加
減
」
を
組
み
入
れ
た
理
由
は
、
す
で
に
述
べ
た
「
人
参
湯
」
や
「
蘇
人
湯
」
な
ど
、

外
感
病
の
初
期
に
用
い
る
処
方
と
対
比
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
「
人
参
湯
」
や
「
蘇
人
湯
」
は
春
夏
秋
冬
、
い
ず
れ
の
季

節
の
「
異
気
」
に
も
対
処
で
き
る
処
方
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
異
気
」
が
強
い
た
め
に
、
初
期
段
階
に
用
い
る
こ
れ
ら
の
処
方
で
は
対
処
し

き
れ
な
く
な
っ
た
も
の
に
対
し
て
、
「
四
季
の
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
基
本
処
方
と
加
減
方
」
を
設
定
し
て
対
処
し
よ
う
と
し
た
と
推
察
さ
れ

プ
（
》
０

冬
Ｉ
鶚
五
積
散
。

夏
’
幾
五
苓
散
、
六
黄
湯
。

秋
Ｉ
灘
金
沸
草
散
。

「
諸
病
通
用
之
加
減
」
の
最
後
に
記
さ
れ
て
い
る
「
四
季
の
加
減
」
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
こ
こ
で
は
、
春
夏
秋
冬
に
お
け
る
「
異
気
」

に
感
じ
た
と
き
の
処
方
が
記
さ
れ
て
い
る
。
四
季
に
配
当
さ
れ
た
処
方
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

春
Ｉ
香
蘇
散
、
、
十
神
湯
、
敗
毒
散
、
半
帰
散
、
柴
胡
湯
、
参
蘇
飲
。

に
際
し
て
、
曲
直
瀬
道
三
が
師
匠
の
最
後
の
言
葉
を
筆
記
し
た
と
さ
れ
る
『
涙
墨
紙
』
の
中
に
も
、
「
陰
脈
」
の
重
要
性
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、

（
ク
ニ

三
喜
に
と
っ
て
「
三
世
の
脈
」
が
晩
年
に
な
る
ま
で
重
要
な
医
説
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

一
○
、
「
四
季
の
加
減
」
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次
に
、
『
本
方
加
減
秘
集
」
に
お
け
る
加
減
方
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
が
、
そ
の
前
に
、
原
「
和
極
集
』
と
新
撰
『
和
極
集
』
に

（
１
）

お
け
る
加
減
方
の
問
題
点
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
既
報
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
原
「
和
極
集
」
で
は
大
き
く
分
け
て
「
（
ｉ
）
ま
ず
、

基
本
的
な
病
を
治
療
す
る
薬
物
を
選
び
、
（
》
Ⅱ
）
次
に
、
気
血
の
虚
実
を
考
盧
し
た
薬
物
を
選
び
、
（
型
さ
ら
に
、
標
証
を
考
慮
し
た
薬
物

を
選
定
し
、
（
ｉ
）
～
（
型
に
よ
っ
て
一
つ
の
処
方
を
作
る
」
と
い
う
方
法
と
、
「
（
ｉ
）
と
（
ｉ
）
に
よ
っ
て
一
つ
の
処
方
を
作
り
、
（
Ｕ

に
よ
り
加
減
す
る
」
と
い
う
方
法
の
二
種
類
が
示
さ
れ
て
い
る
。
両
者
と
も
、
そ
の
病
門
に
対
す
る
基
本
的
な
処
方
と
い
う
点
で
基
本
処
方

と
言
え
る
が
、
「
加
減
方
に
対
す
る
基
本
処
方
」
と
い
う
意
味
で
の
「
基
本
処
方
」
に
は
後
者
の
み
が
該
当
す
る
。

（
２
）

一
方
、
新
撰
『
和
極
集
』
で
は
基
本
処
方
（
大
方
）
と
加
減
方
（
牛
八
）
の
概
念
が
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
「
（
ｉ
）
と
（
Ⅲ
）
の
各
々

の
段
階
に
基
本
処
方
を
配
当
し
、
（
Ⅲ
）
に
加
減
方
を
記
す
」
と
い
う
体
系
を
と
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
原
『
和
極
集
』
と
新
撰
『
和
極
集
』
の
違
い
を
考
慮
し
な
が
ら
、
「
本
方
加
減
秘
集
』
の
加
減
方
の
意
義
を
検
討
し
た
い
。

『
本
方
加
減
秘
集
』
な
ら
び
に
『
和
極
集
』
に
お
け
る
加
減
を
記
し
た
箇
所
を
比
較
す
る
と
、
共
通
す
る
部
分
が
多
い
。
こ
と
に
原
「
和
極

集
」
の
（
型
の
部
分
と
は
個
々
の
内
容
ば
か
り
で
な
く
、
加
減
の
順
番
も
一
致
し
て
お
り
、
『
本
方
加
減
秘
集
』
の
加
減
方
は
原
「
和
極
集
』

の
そ
れ
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
「
本
方
加
減
秘
集
』
に
お
い
て
「
基
本
処
方
と
加
減
方
」
と
い
う
二
本
の
柱
を
立
て
て
い

（
配
）

る
点
は
新
撰
「
和
極
集
」
に
類
似
し
て
い
る
。
以
上
の
点
を
考
慮
す
る
と
、
「
本
方
加
減
秘
集
」
に
お
け
る
加
減
方
は
、
原
「
和
極
集
」
あ
る

い
は
新
撰
「
和
極
集
」
に
お
け
る
「
弁
証
配
剤
」
の
理
論
の
一
部
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
局
方
派
」
の
加
減
方
の
中
で
も
本
稿
第
七
節
で
見
て
き
た
よ
う
な
、
一
○
○
な
い
し
二
○
○
に
及
ぶ
も
の
に
は
、
「
弁
証
配
剤
」
の
理
論

の
影
響
が
見
出
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
般
的
な
「
局
方
派
」
の
加
減
方
は
、
単
な
る
基
本
処
方
の
変
方
の
羅
列
で
あ
り
、
理
論
性
に

一
之
し
い
・ 一

一
、
「
諸
病
加
減
」
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「
弁
証
配
剤
」
と
既
存
の
処
方
と
の
関
係
を
考
え
る
に
際
し
て
、
次
に
示
す
張
元
素
の
意
見
が
参
考
に
な
る
。
周
知
の
如
く
、
彼
は
自
己
の

創
方
を
用
い
、
既
存
処
方
を
用
い
な
か
っ
た
人
で
あ
る
。
そ
の
彼
が
、
「
医
学
啓
源
』
（
巻
下
用
薬
備
旨
）
で
「
先
人
の
処
方
は
、
当
時
の
段
階

で
弁
証
し
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
今
の
人
が
こ
れ
を
用
い
る
と
き
に
は
、
今
日
の
高
度
な
医
学
理
論
に
よ
っ
て
加
減
し
な
け
れ
ば
な

（
”
）

ら
な
い
。
私
は
決
し
て
先
人
を
賤
し
ん
で
自
己
の
創
方
を
用
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
い
う
主
旨
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
他
、

「
弁
証
配
剤
」
に
基
づ
い
た
基
本
処
方
を
記
し
て
い
た
三
喜
が
晩
年
に
は
『
和
剤
局
方
」
な
ど
の
既
存
の
処
方
を
記
す
よ
う
に
な
っ
た
変
化

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
こ
の
変
化
は
や
や
も
す
る
と
、
三
喜
が
レ
ベ
ル
を
下
げ
、
「
局
方
派
」
に
合
わ
せ
た
医
書
を
著
し
た
、
と
見
ら
れ
が

（
妬
）

ち
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
李
朱
医
学
を
代
表
す
る
医
方
書
、
『
丹
渓
心
法
」
で
も
、
ま
た
、
三
喜
や
道
三
に
影
響
を
与
え
た
と
見
ら
れ
る

（
妬
）

『
玉
機
微
義
』
で
も
、
「
弁
証
配
剤
」
の
理
論
と
と
も
に
既
存
の
処
方
を
並
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
李
朱
医
学
関
係
の
そ
の
他
の
医
方
書
と
比

較
し
て
も
、
「
本
方
加
減
秘
集
』
に
見
ら
れ
る
既
存
処
方
と
「
加
減
」
（
「
弁
証
配
剤
」
）
の
組
み
合
わ
せ
は
、
決
し
て
特
殊
で
は
な
い
こ
と
が
わ

金
元
医
学
の
大
家
の
一
人
、
張
元
素
の
「
医
学
啓
源
」
を
例
に
と
る
と
、
加
減
の
部
を
「
随
証
治
病
用
薬
」
と
し
て
独
立
さ
せ
、
各
病
門

（
羽
）

の
処
方
の
共
通
の
加
減
方
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
『
本
方
加
減
秘
集
」
に
は
基
本
処
方
の
部
を
欠
く
加
減
の
部
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
も
わ
か

（
泌
）

る
ょ
う
に
、
加
減
方
の
部
は
基
本
処
方
の
部
か
ら
あ
る
程
度
独
立
し
た
関
係
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
形
式
を
見
て
も
、
本
吉
の
加
減
は
、
局

方
派
の
立
場
で
は
な
く
、
「
弁
証
配
剤
」
の
立
場
か
ら
理
解
す
べ
き
こ
と
が
わ
か
る
。

傾
向
に
あ
る
。

「
局
方
派
」
の
加
減
方
と
「
弁
証
配
剤
」
に
お
け
る
加
減
方
と
は
、
形
式
の
上
で
も
異
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
で
は
、
．
つ
の

基
本
処
方
に
対
す
る
数
多
く
の
加
減
方
」
と
い
う
形
式
で
あ
り
、
後
者
で
は
、
「
複
数
の
基
本
処
方
と
複
数
の
加
減
方
と
を
独
立
的
に
扱
う
」

か
る
・

一
二
、
お
わ
り
に
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李
東
垣
は
、
「
脾
胄
論
』
に
お
い
て
既
存
の
基
本
処
方
を
「
常
道
也
」
と
し
て
採
用
し
、
こ
れ
で
処
理
し
き
れ
な
い
病
証
に
対
し
て
加
減
方
や

（
羽
）

独
自
の
処
方
を
考
案
し
て
い
る
（
「
如
変
則
更
之
」
）
。
ま
た
、
「
丹
渓
心
法
」
を
重
訂
し
た
程
充
は
そ
の
序
文
で
「
既
存
の
処
方
の
中
か
ら
弁
証

配
剤
の
理
論
に
合
っ
た
も
の
を
探
し
（
「
因
証
求
方
」
）
、
こ
れ
を
採
用
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
意
見
を
参
考
に
す
る
と
、
既
存
の
処

方
が
李
朱
医
学
の
「
弁
証
配
剤
」
の
体
系
の
中
に
組
み
込
ま
れ
る
可
能
性
が
充
分
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
恐
ら
く
、
三
喜
も
、
李
朱
医
学

の
先
人
の
姿
勢
を
参
考
に
し
て
、
既
存
の
処
方
を
採
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

曲
直
瀬
道
三
以
降
の
日
本
後
世
派
は
、
道
三
が
唱
導
し
た
「
察
証
弁
治
（
Ⅱ
「
弁
証
配
剤
」
）
」
を
全
面
的
に
継
承
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
ど
ち

（
調
）
（
鋤
）

ら
か
と
い
う
と
、
「
後
世
の
代
表
的
な
処
方
（
後
世
方
こ
を
採
用
し
て
う
ま
く
使
い
こ
な
す
方
向
を
採
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
日
本
後
世
派
の

潮
流
を
考
え
る
な
ら
ば
、
既
存
の
処
方
と
「
弁
証
配
剤
」
を
合
体
さ
せ
た
『
本
方
加
減
秘
集
」
は
、
日
本
後
世
派
の
先
駆
け
を
な
す
医
方
書

と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

謝
辞

本
研
究
を
す
す
め
る
に
当
た
り
、
諸
文
献
を
ご
教
示
い
た
だ
い
た
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
の
小
曽
戸
洋
先
生
、
茨
城
大
学
の
真
柳
誠
先

生
、
医
療
文
化
史
サ
ロ
ン
協
賛
会
の
半
井
英
江
先
生
に
深
謝
し
ま
す
。
ま
た
、
諸
文
献
の
閲
覧
、
複
写
の
ご
許
可
を
い
た
だ
い
た
大
阪
府
立
図
書
館
石
崎

文
庫
、
京
都
大
学
富
士
川
文
庫
に
深
謝
し
ま
す
。

へ
３
）

〆
斡

文
献
お
よ
び
注

（
１
）
遠
藤
、
中
村
「
田
代
三
喜
「
和
極
集
」
の
研
究
」
、
『
漢
方
の
臨
床
」
四
六
巻
一
号
、
一
四
七
～
一
五
九
頁
、
一
九
九
九

（
２
）
遠
藤
、
中
村
、
梁
、
奈
倉
弓
酬
医
頓
得
」
に
見
ら
れ
る
田
代
三
喜
の
医
説
（
一
ご
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
四
四
巻
一
号
、
七
三
頁
～
九
○
頁
、

道
三
が
三
喜
に
出
会
っ
た
の
は
、
足
利
学
校
に
入
学
し
た
一
五
二
八
年
か
ら
、
導
道
に
出
会
う
一
五
三
一
年
の
間
と
推
定
さ
れ
る
。
遠
藤
、
中
村

遠
藤
、

遠
藤
、

九
九
八
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（
Ⅱ
）
通
仙
院
蘆
庵
を
名
乗
る
人
は
多
い
が
、
本
書
が
著
さ
れ
た
年
代
か
ら
推
す
と
、
半
井
光
成
と
考
え
ら
れ
る
。

（
吃
）
現
在
確
認
し
得
る
資
料
で
は
、
『
通
仙
院
法
印
半
井
蘆
庵
伝
十
三
方
』
の
著
さ
れ
た
年
よ
り
、
「
蘇
人
湯
方
」
（
「
本
方
加
減
秘
集
』
に
所
収
）
の
ほ
う

が
先
ん
じ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
十
三
方
」
↓
．
方
」
へ
と
直
接
的
に
変
遷
し
た
と
考
え
る
の
に
は
無
理
が
あ
る
。

（
昭
）
中
国
本
土
に
お
い
て
も
、
「
十
三
方
」
の
段
階
か
ら
万
病
薬
的
な
一
つ
の
基
本
処
方
を
作
る
段
階
に
至
っ
た
か
否
か
は
不
明
。
『
奇
効
良
方
」
の
中

に
、
四
物
湯
に
約
一
六
○
の
加
減
方
を
記
し
た
例
が
見
ら
れ
る
。
四
物
湯
は
万
病
薬
た
り
得
な
い
が
、
「
気
、
血
、
疾
」
の
「
血
薬
」
の
基
本
処
方

た
り
得
る
。
中
国
で
の
独
自
な
発
展
形
態
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
９
）
『
三
喜
十
巻
聿
こ
の
中
で
日
本
の
土
着
的
な
薬
物
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
桜
井
が
す
で
に
報
じ
て
い
る
。
桜
井
謙
介
「
三
帰
と
道

三
」
、
山
田
、
栗
山
編
『
歴
史
の
中
の
病
と
医
学
』
一
四
七
～
一
六
八
頁
、
思
文
閻
出
版
、
京
都
、
一
九
九
七

（
血
）
『
梅
の
花
」
は
「
半
井
道
三
療
治
間
害
」
（
京
都
大
学
富
士
川
文
庫
所
蔵
）
の
付
録
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
富
士
川
瀞
『
日
本
医
学
史
」
一
八
八
頁
、

「
導
道
・
三
喜
別
人
説
の
検
討
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
四
四
巻
四
号
、
四
八
一
～
四
九
八
頁
、
一
九
九
八

（
４
）
新
撰
「
和
極
集
」
の
処
方
解
析
が
特
殊
で
あ
る
こ
と
か
ら
（
こ
と
に
「
総
用
」
な
ど
の
使
わ
れ
方
）
、
こ
の
内
容
が
「
本
方
加
減
秘
集
」
か
ら
新
撰
「
和

極
集
』
へ
と
継
承
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
５
）
表
書
き
で
は
「
当
流
診
脈
大
抵
』
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
第
一
編
の
表
題
で
あ
り
、
全
体
の
表
題
と
す
べ
き
で
は
な
い
。
巻
末
の
記
述
な
ど

を
参
照
す
る
と
、
本
書
は
三
巻
之
書
」
と
い
う
表
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
６
）
『
半
井
古
仙
法
印
療
治
日
記
」
と
合
冊
。

（
７
）
『
三
位
法
眼
家
伝
秘
方
』
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
不
明
で
あ
っ
た
。
半
井
英
江
氏
が
発
表
さ
れ
た
「
半
井
小
草
紙
』
（
百
本
医
史
学
雑
誌
』

四
六
巻
三
号
、
三
一
二
～
三
一
三
頁
、
二
○
○
○
）
の
中
に
「
半
井
三
位
法
眼
家
伝
秘
方
」
の
引
用
が
あ
り
、
そ
れ
が
「
三
位
法
眼
家
伝
秘
方
』
に
合
致

す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
書
が
半
井
家
に
関
連
し
た
医
書
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
仔
細
は
別
槁
で
明
ら
か
に
し
た
い
。
な
お
、
「
本
方
加
減
秘
集
」

の
最
後
に
、
『
三
位
法
眼
家
伝
秘
方
」
の
一
部
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
両
害
の
緊
密
な
関
係
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
８
）
本
書
の
表
題
で
あ
る
『
本
方
加
減
秘
集
」
の
「
本
方
」
は
基
本
処
方
、
「
加
減
」
は
加
減
方
、
「
秘
集
」
は
諸
家
の
秘
方
を
集
め
た
意
味
と
推
定
さ

医
事
通
信
社
、
東
京
、
一
九
七
四

れ
る
。
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（
Ｗ
）
香
蘇
散
は
外
の
気
へ
の
適
応
力
を
高
め
、
四
君
子
湯
は
体
内
の
気
へ
の
適
応
力
を
高
め
る
、
と
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
こ
で
は
「
三
位
法

眼
家
伝
秘
方
」
の
見
方
を
参
考
に
し
た
。

（
肥
）
括
弧
内
の
番
号
及
び
表
題
は
原
書
に
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
著
者
ら
が
補
っ
た
も
の
。

（
岨
）
「
冑
の
気
」
を
重
視
す
る
立
場
は
李
東
垣
の
「
脾
胄
論
』
に
通
ず
る
。
三
喜
の
弟
子
の
曲
直
瀬
道
三
が
朱
丹
溪
を
重
視
し
た
の
に
対
し
て
、
三
喜

の
医
学
は
李
東
垣
の
医
学
を
重
視
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

五
巻
二
号
、

（
略
）
「
胄
気
」

一
九
七
九

（
Ｍ
）

（
略
）

（
羽
）

（
泥
）

へへ へへ
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（
妬
）

（
別
）

本
文
中
に
は
「
右
拾
六
ヶ
方
ヲ
以
テ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一
方
が
存
在
し
て
い
た
の
か
否
か
は
不
明
。

「
対
金
飲
子
」
「
正
気
散
」
「
八
解
散
」
「
蕾
香
正
気
散
」
な
ど
。
中
村
、
川
口
、
遠
藤
弓
和
剤
局
方
」
傷
寒
篇
の
検
討
」
『
日
本
薬
史
学
雑
誌
』
三

巻
二
号
、
二
一
八
～
二
二
三
頁
、
二
○
○
○

「
胄
気
」
の
一
つ
に
「
四
時
の
気
を
交
代
さ
せ
る
」
機
能
が
あ
る
。
藤
木
俊
郎
「
鍼
灸
医
学
源
流
考
」
二
五
七
～
二
六
一
頁
、
績
文
堂
、
東
京
、

巻
之
一
、
傷
寒
治
大
要

こ
の
こ
と
は
『
本
方
加
減
秘
集
』
の
成
立
が
新
撰
『
和
極
集
」
以
降
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
推
定
を
支
持
し
て
い
る
。

巻
上
、
「
主
治
心
法
」
に
「
巳
上
皆
用
薬
之
大
要
、
更
詳
別
証
、
於
前
随
証
治
病
薬
内
、
遂
款
加
減
用
之
」
と
あ
る
。

表
一
、
腰
痛
、
脇
痛
、
腹
痛
、
脚
気
、
黄
疸
な
ど
。

「
丹
渓
心
法
』
の
原
形
に
当
た
る
『
丹
渓
心
法
類
集
」
（
楊
殉
楚
玉
篇
撰
、
一
五
○
七
年
刊
）
で
も
既
存
の
処
方
を
採
用
し
て
い
る
。

道
三
が
導
道
（
三
喜
と
道
三
の
共
通
の
師
）
か
ら
「
玉
機
微
義
」
を
教
わ
っ
た
こ
と
が
「
当
流
医
学
源
委
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
大
法
日
、
前
人
方
法
、
即
当
時
対
証
之
薬
也
。
後
人
用
之
、
当
体
指
下
脈
気
、
従
而
加
減
、
否
則
不
効
。
余
非
鄙
乎
前
人
而
自
用
也
」
。
石
田
秀

「
金
元
医
学
研
究
序
説
」
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
編
「
東
洋
医
学
論
集
」
一
五
五
～
一
六
七
頁
、
医
聖
社
、
東
京
、
昭
和
六
一

巻
四
、
「
脾
胄
損
在
調
飲
食
適
寒
温
」
論
中
。

「
後
世
方
」
の
「
方
」
は
、
本
来
は
「
方
技
」
の
意
味
で
あ
り
、
単
な
る
処
方
の
意
味
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
般
に
は
「
後
世
派
」
を

『
藪
明
集
」
巻
之
二
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（
弓
言
）
叩
守
鰕
抑
与
恕
鮨
繁
朴
鼠
幽
骨
、

TheoriesOfMediCineintheNewlyDisCoveredMedicalB00k

66Ho凡初0K"ge"His向"''bySan'kiTashiro

BasicPresCriptionsandModifiedPreScriptions

JiroENDOandTerukoNAKAMURA

WhileinvestigatingtheformationoftheGosei-haschoolinJapanbyTashiroSan'kiand

ManaseDosan,wediscovered"Hり"'oK上Zge"HiS""'',aheretoforeunknownmedicalbookby

San'kiTashiro.AcomparisonofthisworkwithSanki's"W""yo〃"s〃"''revealedthefollowing

points.(1){!Hb刀抄oKIZge"HYs〃""isamedicalbookcompiledbySan'kiTashiro,andis

believedtohavebeenputtogetherafterthenewly-compiled"W"hyo〃"sﾉZ""(1525).(2)The

bookisroughlydividedintotwoparts:basicprescriptionsandmodi6edprescriptions."Hり"抄0巴
［
ぬ
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